
第２次富士市観光基本計画 【概要版】

富士山と駿河湾と人でつくる
特別な感動体験ができるまち

計画の位置づけ

計画策定の背景と目的

計画の期間

本市では、観光全般に関する計画として、平成27年4月に「富士市観光基本計画」を策定し、基本コンセプト
として「世界遺産『富士山』を最大限活用した観光振興」を掲げ、約10年間様々な施策を展開してきました。

この間、外国人観光客の急増やソーシャルメディアを活用した情報発信の普及、多様性や持続可能性といっ
た新しい概念が生まれました。

また、「新型コロナウイルス感染症の拡大」「国際的な情勢不安」「気候変動」といった世界的な危機は、人々の
生活スタイルや意識にも変化をもたらしました。

現在は旅行需要が回復し、本市にも多くの観光客が戻ってきましたが、観光産業を取り巻く状況は、デジタル
化や多様性、持続可能性への対応など、取り組むべき課題が山積しています。

このような状況の中、本市の観光を活性化させるためには、市民・事業者・行政が一体となって、同じ方向に
向かって進んでいくことが重要です。

さらに、観光消費が多くの産業や市民生活に密接に関わっていることを皆で共有し、幅広い事業者や市民の
協力を得ながら、観光振興に取り組む必要があります。

このような背景を踏まえて、次の時代に向けた観光振興の「さらなるステップアップ」を図るとともに「交流人
口を拡大させ、地域経済の活性化に繋げる」ために本計画を策定します。

2022年に策定した第六次富士市総合計画の将来像や基本構想に示された目指す都市像「富士山とともに
輝く未来を拓くまちふじ」を実現するための個別計画として位置づけます。

また、国の「観光立国推進基本計画」や「静岡県観光基本計画」との整合を図るとともに、本市の他分野（都市
づくり、スポーツ、文化財など）の個別計画と連携して施策を展開します。

第２次富士市観光基本計画は、自然資源、歴史・文化資源、各種産業を観光資源として活用することで交流人
口を拡大させ、地域経済の活性化につなげるための計画です。
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第六次 富士市総合計画 

（2022－2031） 

第２次 富士市観光基本計画 

令和 7（2025）～13（2031）年度 

計画期間は、市の最上位計画である「第六次富士
市総合計画（2022－2031）」の計画期間に合わ
せるため、令和7（2025）年度から令和13年度
（2031）年度までの7年間とします。

なお、令和10年度末において計画の見直しを行
い、後期３カ年（令和11年度から令和13年度まで）
の計画を策定する予定です。

基本コンセプト



第２次富士市観光基本計画の全体像





将来目標（ＫＧＩ） ※ KGI(Key Goal Indicator)=目標達成指標

富士市 宿泊・飲食サービス業売上額 令和13年度 ： ４２,７３０百万円

数値目標

目標項目 基準値 目標値

目

標

❶

富士山の景観・眺望を活用した観光施策の戦略的な展開

富士山登山ルート3776訪問者数 令
和
4
年

25,000人

令
和
13
年

40,000人

富士山登山ルート3776ウェブサイトPV数 34,800PV 60,000PV

写真コンテストの応募作品数 令
和
５
年

3,665点 4,000点

写真コンテストの入賞作品の貸出点数 217点 250点

目

標

❷

観光資源としての既存ストック（地域資源）の磨き上げ

４大まつりの来訪者数
令
和
５
年

524,500人
令
和
13
年

550,000人

観光レクリエーション客数 6,070,893人 6,100,000人

宿泊客数 657,454人 700,000人

目

標

❸

「富士市ならでは」のコンテンツ開発と周遊性を高める
仕掛けづくり

観光案内所の利用者数

令
和
５
年

29,639人

令
和
13
年

32,000人

レンタサイクルの貸出回数 1,972回 2,500回

新規スポーツ大会の誘致件数 0件 7件

新規スポーツ合宿の誘致件数 ０件 15件

目

標

❹

観光データの集計・分析による観光DXの推進と
地域一体で育む組織力強化

富士山観光交流ビューローウェブサイトの年間PV数 令
和
５
年

346,000PV 令
和
13
年

500,000PV

来訪者アンケート調査の満足度指数 90％ 95％

※ 富士山登山ルート3776に関しては、令和５年度のみウェブ広告の配信を実施し数値が大幅に上昇しているため、令和4年度を基準としました

計画全体の将来目標（KGI）と、各施策の取組によりもたらされる「数値目標」を４つの目標ごとに設定し、計
画期間の令和13年度末までの達成を目指します。

計画の評価指標

計画の進行管理

観光基本計画の各目標達成に向け、関係者連携のネット
ワークを形成し、市民・事業者・行政が「三位一体」となって、
着実に計画を推進していくため、「富士市観光基本計画推進
会議」において、定期的に施策の進捗状況の報告を行い、
PDCAサイクルによる評価・確認を行います。

また、国内外の社会・経済情勢の変化などがあった場合は、
同会議において協議し、状況を踏まえて必要に応じて見直し
を行います。

【PDCAサイクルのイメージ】

【基準値】 令和５年度 ： ３４,７４４百万円 （推計値）

施策の実施

評価・検証

Check

Do

計画の策定

見直し改善

Action

Plan


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

